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近畿地方北部地域の中新世植物群に関する新知見
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　　The　Miocene　Toyooka　fbrmation　widely　distributed　in　the　northem　part　ofKyoto＆nd

Hyogo　pre艶ctures　consists　largely　ofconglomerate　with　some　layers　ofsandstone　and　siltstone，

with　total　thickness　ofabout600m．The　fbrmation　comprises　two　beds　yield．ing　wel1－preserved

plantfossils・The　upper　bed　contains　theso－called　Da弓ima　typeHora　such　as（】oηψ渉o痂nα襯αηn茗シ

σα吻nθα励窺o砺5加α，（払θ繊5吻∂α磁襯5，L蜘漉励α7痂o吻6α，P僻o痂ノ49蜘伽，etc。Mostof

them　indicate　warm　clim＆tic　condition。Thelower　bed　includes　a　composite　assemblage　ofboth

the　Aniai　and　the　Da勾ima　type　flor＆s　such　as孤吻吻顔αoo6246吻」乞5，σα5伽6α痂o窺ol傭伽α，

施g麗5傭ψφ，（～観6％5痂o∂α吻わ漉5シUJ窺㍑5Joη8⑳伽，Z6」んo∂α観g痂，etc。The　assemblage　suggests

temperate　climatic　condition，and　may　represent　theβora　oftransitional　period丘om　the　Aniai

to　the　Da輯ima　stage．

書．緒　　言

近畿地方北部の目本海に面したいわゆる丹後・但馬両

地域は，能登半島から東北裏日本にかけてのグリーンタ

フ地域と山陰地域の第三系とを関連づける重要な位置に

あるため多くの研究が行われ，その層序や構造も次第に

明らかになりつつある．筆者は，炭田生成機構の研究の

一環として昭和50・51年の2年にわたり中新世中期の北

但層群豊岡累層の植物群について研究を行ってきた．現

在なお検討中であるが，従来の考えと異なった知見が得

られたのでその概要を報告する。

2・従来の研究

奥丹後半島のほぽ中央に位置する京都府宮津市木子付

近から植物化石が産することは古くから知られており，

松本（1937）によって18種が報告されている．弘原海・

松本（1958）は，北但馬地域の新生界層序について論じ，

そのなかで豊岡累層から産出する植物化石についてもふ

れている．また，TANAI（1961）は，日本の新第三紀植物

群の変遷について詳細な研究を行い，丹後地域の豊岡累

層から産する植物群を与謝化石植物群，但馬地域の豊岡

累層から産する植物群を豊岡化石植物群と名付けて報告

している．これらの報告によると，豊岡化石植物群から

は拓8≠α56卯0∫α006歪46伽」乞5，Cbηψ孟on∫απ側窺伽痂，（物5」侃昭

＊燃料部

雁襯olJ∫55珈α，（～μ6矧5痂0∂α1劾痂5，Pα770ぬノ49⑳伽，五ゆ一

漉励α7痂05師昭，肋卿襯鰐麗α」⑳伽窺など主として暖

温帯要素からなり台島型の様相を示している．一方，与

謝化石植物群からは　ル観膨g顔α0漉4躍渉α傭，P枷昭脚

α卿捌705α，β翻απ∫艶卿砿C卿伽5痂066n紘，伽襯8α

吻倣oJJ∫55加α，Fα9π5αn痂φ，UZ窺郷Joπ9⑳伽，Z6」んo∂α観867歪，

P卿oぬノ確⑳伽，溺απg勉窺α6卿認卯伽窺などを産出する・

この与謝化石植物群は豊岡化石植物群に比べ温帯要素が

多く，しかも台島型特徴種であるC励吻・痂，Lゆ蜘励躍

やLauraceaeなどの南方要素を欠いている．しかし・与

謝化石植物群は，（池吻η昭その他の台島型要素が含まれ

ていることから，東北地方のタイプの台島型とは異なる

が，台島型に属するであろうと推論されてきた．その

後，徳永・尾上（1969）が与謝化石植物群にっいて検討

したところ，阿仁合型要素と考えられる勘gπ5傭ψφが

多産するほか，阿仁合・台島両植物群に共通の種類が大

半を占め，これらの資料のみから与謝化石植物群を台島

型と判定することに問題があることを指摘した．

3・植物群の産出麟準について

第1表は池辺・弘原海・松本（1965）による層序であ

る．これによると本文で扱った植物群は豊岡累層に含ま

れる．豊岡累層は，兵庫県豊岡市西方の丘陵山地を模式

地として東の奥丹後半島から西の鳥取市南方まで広く分

布している．各地域とも非常に厚い礫岩が発達し，砂岩
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・頁岩などを挾有している．このうち中ないし下部の砂　　する層準および京都府与謝郡伊根町越山・同竹野郡丹後

岩・頁岩層から植物化石や淡水棲貝化石・魚化石が発見　　町矢畑などに分布する含化石層準である．前者は，後述

されている．しかし，豊岡累層堆積の末期頃には海進を　　のように阿仁合・台島両型要素を混在する植物群を産

示す海棲貝化石が報告されている．　　　　　　　　　　　し，後者は産出化石の量が非常に少ないが（劾ゆo吻，

今回の筆者の研究によると，丹後地域においては従来　　㊤碗鵬L∫卿ぬ励α7などの台島型特徴種を産出してい

の豊岡累層からは少なくとも2つの含植物化石層準が認　　る．

められた．それらは，京都府宮津市木子・同竹野郡弥栄　　　最近，福井大学の東。三浦（1975）によって奥丹後半

町吉津などの従来から知られていた与謝化石植物群を産　　島東部の地質調査が行われ，第2表のような層序が報告辱

　　　　　　　　　　　　．されている，従来，宮津市木子・竹野郡吉津産の与謝化
第1表　但馬・丹後両地域層序表

　　（池辺・弘原海・松本，1965）
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第2表　奥丹後半島層序表

　　（東・三浦，1975）
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第1図　丹後地域の植物化石主産地

　　1．京都府宮津市木子
　　2．京都府竹野郡弥栄町吉津
　　3．京都府与謝郡伊根町越山
　　4．京都府竹野郡丹後町矢畑

齢・㍉、
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第3表　与謝化石植物群産出化石表

Pinaceae

　　PJ6θαんαη6hα而Tanai　and　Onoe、．。　　　　　　．R

　　κ6孟8」66吻6zoαnαTanai＿．＿．、．．．．．　　　　　。．R

Taxodiaceae

　　ハ《伽5θg％o勉060漉漉α伽（Newb。）Chaney　＿＿．、A

Juglandaceae

　　αzワαη2ゴ06α孟h妙6襯5Hu　andChaney．．＿、．．＿。．．R

　　Jz6gJαπ5プψoη勿α丁翫n＆i．，、．．．＿．．．。．．．．　　　　　　　　．．R

　　P」θ706α脚鰐窺麗705αKonno＿．＿．．．＿．。．．C

Betulaceae

　　4」η麗5ゐ⑳r5観葱（GoePP。）Unger，　　　　　．．R

　　オ」郷％卿6漉5Huzioka．．＿．．．＿，　　　　　．．R

　　B6翻4加痂go6蔵5Tanai＿＿＿＿　　　　　　　　．C

　　磁ψ伽卸57η歪066η加Tanai＿＿＿．＿　，＿。．＿．．．R

　　α噸伽55麗ゐ607伽αNathorst＿＿＿。　　　　　　．C

　　O卿伽55吻6406癖5Konno＿＿＿　　　　，C
　　C硬ア」郷糀α‘9麗α77露（Forbes）Heer＿　　　　　　　　　．C

　　O5≠045hぎ7α8毎ηαH：uzioka　＿．＿＿＿＿，，＿，．．．．C

Fagaceae

　　G偽厩π6α痂oη20」あ5語η2αHu　and　Chaney＿．．．．＿A

　　勘9郷傭ψφHeer＿＿。＿＿＿　　　　　　．．A
　　＠67躍5痂o襯吻観歪5Hu　and，Chaney＿＿＿．，．．．A

Ulmaceae

　　α窺郷吻6π4勧」磁Heer。＿＿．＿　　　　．．R
　　UJ7η螂Joη9静伽Unger．。．＿＿＿．、　　　　　　．．A

　　Z6既oびαz碗887ε（Etting。）Kov乱ts．．。　、D．。．．9．．＿，．．A

Cercidiphyllaceae

　　σθz6翅ρ妙伽η～678ηα∫πη2（Unger）Brown＿＿。．．R

Magnoliaceae

　　愉9ηo伽痂066η蜘HuandChaney＿．．＿＿，．R
Lauraceae

　　．乙ゴπ46飢αρ‘z7‘zoゐ伽5歪Joわ4Hu　and　Chaney　＿．．．＿．．R

Hamamelidaceae
　　P躍70孟毎ン物8ぴわ」毎（GoePP．）H：eer．。．＿＿＿。＿．．R

Leguminosae
　CJα47α5あ5ごz痂6η5ゴ5Hluzioka．．＿．．．．．．＿．．．．．．＿＿　．．R

Aceraceae

　　∠甚6676zoαnz仰z　Oishi　and　Huzioka．　＿＿．．．，，＿，．．C

　　∠4667－o吻海HuandChaney　＿＿　　　　　　．．R

　　∠4667卿∫oh6ηワεHu　and　Chaney　＿g　　　　　　　　　．．R

　　∠1‘875麗妙∫6伽窺SaPorta＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　．C

HipPocastanaceae

　　∠4θ56π」π5η吻α5（Nathorst）Tanai．＿C
T玉liaceae

　　T號α4ε吻郷Nathorst．＿．＿，＿。．＿。＿。＿．＿。．．C

Alangiaceae

　　∠4」磁8勉η2α6g襯」⑳」6π2η（Goepp．）Krysht。and

　　　Borsuk．．．．．．．．＿　　　　　　　　　　．C

Ericaceae

　　Rh・40伽47・ηρ70」・勲孟α伽TanaiandOnoe．．．．．R

石植物群を含む頁岩・砂岩層は豊岡層上部と考えられて

いた．しかし，東らによると同層は下位の八鹿累層の安

山岩にアバットし，上位豊岡累層の最下部礫岩（松尾礫

岩層）に不整合におおわれていることが明らかになり，

東らはこの地層を世屋累層と新称している．一方，与謝

郡伊根町越山・竹野郡丹後町矢畑に分布する頁岩・砂岩

層は，台島型特徴を示す植物化石に伴って海棲貝化石・

魚化石を産し海成堆積層と考えられ，従来通り豊岡累層

の上半部と同定している．さらに，三浦・東（1974）は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　う
奥丹後の中新世初期の火山層序と福井市西部丹生のそれ

とが大変類似しており，阿仁合型と考えられる植物群を
　　　いとお
産する糸生累層およびその上位に不整合に重なり台島型

植物群を産する国見累層をそれぞれ世屋累層と豊岡累層

に対比できると考えている．このように，東らによって

確立された丹後地域の層序は，2つの植物化石層序を想

定した筆者の考えとほぽ一致する．

4。植物群の特徴1とくに与謝化石植物群について

R：14個，C：5－19個，A：20個以上

　昭和50年度に丹後地域，そして51年度には主として但

馬地域の調査研究を行った．丹後地域の宮津市木子およ

び竹野郡吉津からは後述のように保存良好な化石が多産

したが，但馬地域の豊岡化石植物群からは鑑定にたえる

化石の産出量が少なく，植物群として総括的な解明を

行うに充分な試料が得られなかった．しかし・α，η吻o痂

η側窺α吻，α5伽6α痂0伽」伽加α，（～μ6驚5窺∫0∂α吻ゐ痂5，

窃g％∫吻励α7痂052n初，P僻o磁ノ4g⑳伽など台島型特徴種

が含まれており，従来の報告とほぼ同じ結果を得るにと

どまった．

　与謝化石植物群は，第3表に示すように，16科・26属

・33種からなり，そのうちBetulaceaeが8種を占めて

最も多く，次いでAceraceaeの4種，Juglandaceae，Fa－

gaceae，Ulmaceaeの各3種の順となっている・個体数

においてはFagaceaeか圧倒的に多く，なかでも（46猶6郷

雁・∂α・励∫伽が全個体数の22％を占め，勲8螂傭ψφの20

％が次いでいる．さらに砿磁56g顔α060疵η孟α傭の11％，

Z6」ん・槻襯867ε7。3％，UZ窺％5Joη9⑳伽5％，伽渉αη6徽加・」一

伽加α4・7％の順となっている．与謝化石植物群のなか

でしいて台島型特徴を示すものをあげると，1てθ励6吻

6ZOαηα，α～吻η6α痂0窺oJ伽加α，（～μθ繊5雁0びα吻ゐ痂5，P僻0痂。

ル8蜘伽などがある．しかし，この植物群を台島型とす

るには否定的な材料も多い．すなわち，代表的な台島型

特徴種であるGo卿♂0痂π側窺α癬，五ε卿ぬ励αr而05緬6α

やevergreenの広葉樹が現在までのところ与謝化石植物

群から発見されていない．一方，Betu1＆ceae，Ulmaceae，

Aceraceaeなど温帯性落葉樹種が多いこと，Fα8螂αn痂φ
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が多産することなど同植物群は阿仁合型の特徴も含んで

いる．

5・　中部・近餓両地方における

　主な中新世植物群の比較

　第2図は，与謝化石植物群と近隣の化石植物群とを比

較するため，中部・近畿両地方における阿仁合型および

台島型植物群の主な産地を示したものである．これら地

方の台島型と考えられている植物群は，与謝化石植物群

を除いていずれもOoη吻o痂，L蜘歪吻励α7を産するなど

台島型の特徴を示している．一方，阿仁合型植物群は，

福井市西部の糸生層から産するものと，岐阜県瑞浪市の

日吉化石植物群がある．糸生層の植物化石についてはま

だ詳しい研究がなされていないが，福井大学の東氏の未

公表資料によるとJuglandaceae，Betulaceae，Ulmaceae

が多産するなど温帯性落葉樹が主体をなしている．ま

た，日吉化石植物群は，Betulaceae，Aceraceaeなど温帯

性落葉樹を主体とし，さらにSα∬ψ∬，翫吻n昭などの

台島型要素も交えている．そして，日吉化石植物群は，東

北地方のいわゆるタイプの阿仁合型とは異なり，阿仁合

型植物群の南方型と考えられている．また，第4表のよ

うに与謝化石植物群とこれに隣接した中新世植物群の内

容を比較したところ，与謝化石植物群は，阿仁合型の日

吉化石植物群と最も多くの共通種を有している．この単

壷狼煙
Noroshi臼．

轡留能登中島
No†onqkqjimq　FL

　　国見
　　Kunimi　FI．

　糸生
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　　　　×YOSQ　FI．

申豊岡
ToyookG　FL

　　日　吉
φHiy・shiFl．

申平牧
Hirqmqki　Fl，

　　　ゆ下部白川

4　閏㎞R

ゆ台　灘　型

φ阿仁合型
×　与謝化石植物群

第2図　中部。近畿両地方における中新世植物群主産地
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純な数的比較によって与謝化石植物群を阿仁合型と判定

することは危険であるが，与謝化石植物群はタイプの台

島型や近隣地域の台島型植物群と比較してもその特徴に

欠けており，むしろ阿仁合型の南方タイプと考えられて

いる日吉化石植物群に共通種が多いことは事実である．

　従来，与謝化石植物群を台島型植物群に属する可能性

を推論した要因の一つは，同植物群が豊岡累層から産す

ると考えられていたことによる．つまり，豊岡累層の模

式地付近から産する豊岡化石植物群は，前にも述べた通

り（bη吻o吻，L勿π歪吻励α7などの特徴種を含み台島型植
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物群と考えられてきた．そして，与謝化石植物群は，

Ooηψ∫o痂，昂g漉磁励α7などを産出しないがンCα吻η6α，

P僻o勘などの台島型要素がかなり含まれており，しか

も豊岡化石植物群と同じ地層から産出すると考えられて

いたことに起因していたものと思われる．

6。結　語

現在までに判明した丹後・但馬両地域の中新世植物群

について略述した．与謝化石植物群を含む層準（世屋累

層）の上位からは少数ながら台島型特徴種を産する層準

（豊岡累層）が認められ，下位の高柳累層からは貧弱で

はあるが阿仁合型を思わせる植物化石の産出が知られて

いる．これら両層の間に位置する与謝化石植物群（世屋

累層）は，阿仁合型と台島型の要素を混在した組成を示

しており，同植物群が阿仁合から台島への漸移期の植物

群と考えられる．東らの確立した層序は，このような植

物群の変遷を考える上で好都合である．しかし，結論を

出すには未だ資料が充分ではない．与謝化石植物群につ

いては今後解明すべき重要な植物群と考えるので，さら

に試・資料の充実をはかり検討していきたい．
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